
３３－－２２．．ピピスストトンン部部ののパパッッキキンン（（MMYY--3388））交交換換方方法法

① エンドキャップを緩めて外し、ハンドル・シャフトパイプ・ピストンを取り外します。
② ピストンから古いパッキンを外し、新しいパッキン〈MY-38〉を取り付けます(下図②参照)。
③

① ② ③

※ 商品にシリコンスプレーは付属しておりません。

弊社推奨、エーゼット　シリコンスプレー

※

４４．．仕仕様様

　　採水パイプ：85cm、135cm
　　パイプ接続用カプラ
　　シリンダー、トップポート
　　ピストンパッキン　MY-38（ピストン用）
　　O-リング　G-40（3個1組　トップポート用）

　　　　　使用上の注意点
※　本採水器は水質検査以外の目的には絶対に使用しないで下さい。
※　保管時は緩衝ゴムを使用してください。
※　緩衝ゴムは外れやすいので、採水時は外してご使用下さい。
※　シリンダーは割れやすいので、落下・衝撃に注意してください。
※　高温な場所（車内）などに置いておくと破損の原因になります。
※　サンプル水の温度は４０℃以下でご使用ください。
※　溶剤の共存するサンプル水の採水には使用しないで下さい。
※　強酸化剤・強酸性・強アルカリ性のサンプル水の採水には使用しないで下さい。
※　本記載事項は製品改良のため、予告なく変更する場合があります。

山型を下側に

ピストンがうまく動かなくなった場合は、市販の潤滑剤（ゴムやアクリルに影響の少ないものを選んでくださ
い）を上記③の2か所(パッキン・シリンダー内部）に塗布するだけでも動きがよくなることがありますので試
してみてください。パッキンが劣化したり傷ついたりした場合はパッキンを交換してください。

品　　　　 　　名 ピストン式　採水器

サンプル水が漏れてしまったり、うまく採水できなくなった場合は、パッキンが摩耗している可能性があり
ます。パッキンが摩耗した場合は、下記に従ってパッキンを交換して下さい。
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操　作 　方　法 採水時：引く　/　吐出時：押す

材　　　　 　　質
ハンドル：フェノール樹脂　　シリンダー：アクリル
その他の部品及び採水パイプ：ＰＶＣ

重　　　　 　　量 約５００ｇ

型　　　　 　　式 ミズテッポ　２号
採　水　 方　式 真空/加圧ピストン方式
採　 　水 　　量 500mℓ

市販のシリコンスプレー（潤滑剤）をピストン部のパッキンとシリンダー内部に塗布し、ピストンを
回しながらシリンダーにゆっくりと入れて、エンドキャップをしっかりと締めて下さい。
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標　準 　付　属
　　本体、採水パイプ（35cm)、取扱説明書
　　緩衝ゴム（2ヶ）

―　４　―

標 準 外 付 属
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日頃は弊社製品をご愛顧くださいまして、誠にありがとうございます。本製品をご使用になる前に ２２－－２２．．ピピスストトンンシシャャフフトトロロッックク機機構構ににつついいてて
この取扱説明書をお読みになり、正しくお使いくださいますようお願いします。

ピストンシャフトロックを使用することによって、片手がフリーになり作業をしやすくなります。

１１．．各各部部のの名名称称
① ② ③

ピストン式採水器　ミズテッポ２号の各部の名称を記します。

ハンドル
緩衝ゴム

本体(カプラ)との接続部

シリンダー

シャフトパイプ

① センターガイドがエンドキャップ表示のOONNの中央を通るようにハンドルを引き上げます。

② ONの上までセンターガイドを引き上げたら、ハンドルを左右どちらかに回します。(ロック状態）

③

センターガイド
※片側にしかありません。

※ ロック状態のままでは、採水も吐出もできませんので、それらを行う場合は解除してください。

ピストン ※ 採水したままで移動する場合は、採水パイプ先端からサンプル水がこぼれることがありますので、
移動する際は注意してください。

トップポート ※採水パイプのノズルは
　先端が斜めになっています

カプラ ※採水パイプは使用時のみ ３３．．メメンンテテナナンンスス
　取り付けるようにしてください。

緩衝ゴム ３３－－１１．．採採水水パパイイププ取取りり付付けけ・・取取りり外外しし／／カカププララのの交交換換方方法法

緩衝ゴム（上下共通） ① ② ③ ④
※出荷時には装着してあります。
※緩衝ゴムは使用時に落下する恐れがあるため、
　保管時の保護用としてください。

２２．．使使用用方方法法

　　　　　　２２－－１１．．ササンンププリリンンググ方方法法

　　　　　ハンドルを引くことでサンプル水を採水します。

　　　　　ハンドルを押すことでサンプル水を吐出します。
　　　　　

① カプラの点線部分を矢印方向に押し込みます

　 ② 点線部分を押し込みながら、採水パイプを引き抜くと取り外すことができます。
　 （採水パイプのみ交換の場合は、④へ）

③ カプラを交換する場合は、矢印の六角部分を右から手前に回すとカプラを外すことができます。
カプラを取り付ける際は、左側から手前に締め付けて固定します。

※緩衝ゴムは外れることがありますので、採水使用時は外し保管時の保護用として下さい。
④
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エンドキャップ

ロック状態　

ロック状態のままノズル先端をサンプリング容器に移します。ロック状態を解除してから(セン
ターガイドをONの中央に)ハンドルをゆっくり下げて、サンプル水を吐出してください。

ノズル付採水パイプ

採水パイプをカプラに挿し込む際は、ゆっくり挿し込み、止まったところ以上は挿し込まないでく
ださい。

吐吐
出出

※ハンドルを引くことでシリンダー内の気圧が下がりサンプル水を吸い

上げます。サンプル水によっては採水に多少の時間の掛かる場合

があります。また、急なハンドル操作は故障の原因となりますので

ゆっくり動かすようにしてください。

採採
水水


